
 
【①‐２‐１ 式の計算の利用】 

 

 

１ 次の各問いに答えなさい。 

(1) 47×53 を展開を利用して計算しなさい。ただし，計算式をすべて書きなさい。 

(2) 下の図の２つの正方形で色をつけた部分の面積を，工夫して求めなさい。 

  ただし，求める過程も書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ x＝23のとき，x2－6x＋9の値を求めなさい。 

 

３ 連続する２つの奇数の積に１を加えた数がどんな数になるか調べる。 

  １，３ のとき １×３＋１＝ ４＝２2 
  ５，７ のとき  ５×７＋１＝ 36＝６2 
  ９，11 のとき ９×11＋１＝100＝102 

  これらの結果から，次のように予想できる。 

  予想   連続する２つの奇数の積に１を加えた数は，連続する２つの奇数の間
の偶数の２乗になる。 

 (1) 上の予想がいつでも成り立つことを説明する。下の説明を完成しなさい。 

 説明  nを整数とすると，連続する２つの奇数は，2n－1，2n＋1と表される。 
     連続する２つの奇数の積に１を加えた数は， 

     (2n－1)(2n＋1)＋1＝ 

 

 

 

 

 

 

(2) 上の予想で，「連続する２つの奇数」を「連続する２つの偶数」にかえると， 

どんな数になるか。「～は，…になる。」という形で書きなさい。 
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(1) 

例  47×53＝(50－３)(50＋３) 
＝502－３2 
＝2500－９ 
＝2491 

(2) 

172－132＝(17＋13)(17－13) 

     ＝30×4 

     ＝120 

120 cm2 
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x2－6x＋9＝(x－3)2 と因数分解してから，xに 23を代入し， 

(23－3)2＝202＝400 と，工夫して計算できます。 

例 連続する２つの偶数の積に１を加えた数は，連続する２つの偶数の間

の奇数の２乗になる。 

 


